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［略歴］ 

年  齢  45歳 
住  所  大阪府堺市在住  
略  歴  大阪府堺市出身 

大阪府立東百舌鳥高等学校卒業 
宮崎大学大学院農学研究科修了（飼料作物学研究室 学生室長） 
17年間、農業科高等学校教員として食農教育に携わる。動物介在活

動、動物介在教育、平板測量、食育、食品製造、熱帯作物等に関する

研究に生徒と共に取り組む。 
その後、専門学校専任講師としてセルロースナノファイバーの合成

等の農芸化学に関する研究指導。 
現在は、耕作放棄地の有効活用、農地保全のため市民農園の運営・拡

充に東奔西走中。 
第54回 読売教育賞（地域社会教育活動部門） 最優秀賞 
第46回 毎日農業記録賞 優良賞 

 
 
【応募動機及びコメント】 

大阪府立園芸高等学校着任と同時に手打ちそば製麺技術を生徒達に習得させる

ことを目的として、そば打ちを教材とした教育活動を開始しました。年度を追うご

とに教育活動の幅は大きな広がりを見せ、そば打ち段位取得を目的とした他県遠

征、全国高校生そば打ち選手権大会への出場、高齢者介護施設におけるそば打ち演

示会の漫画化、スロベニア共和国での研究発表など、貴重な教育経験を積むことが

できました。全ては生徒達の努力の賜物であり、生徒達には心から感謝しております。 
8年間に渡るそば打ちを教材とした教育活動を客観的に批評してもらいたいと

思い、暁烏敏賞への応募を決意しました。 
「奨励賞か佳作に選ばれたらエエんやけどなぁ…」と応募後に妻とよく話して

いました。まさか正賞をいただけるとは思ってもいなかったので、本当に驚いてお

ります。「父ちゃんは日本一になったで！」と幼い息子、娘にも自慢しました。正

賞という素晴らしい栄誉をお与えいただき、ありがとうございました。心よりお礼

申し上げます。この度の受賞が、そば打ちの教材としての可能性を多くの教育関係

者の方々に知っていただく機会に繋がれば考えております。 
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〔
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現
在
、
私
は
大
阪
府
に
お
い
て
耕
作
放
棄
地
の
有
効
活
用
、
農
地
の
保
全
を
目
的

と
し
た
市
民
農
園
業
を
営
ん
で
い
る
。
数
年
前
ま
で
は
、
高
等
学
校
教
員
と
し
て
農

業
科
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
。
本
論
文
で
は
、
大
阪
府
立
園
芸
高
等
学
校
に
お
い
て

二
〇
一
〇
年
度
か
ら
二
〇
一
七
年
度
に
か
け
て
実
施
し
た
「
そ
ば
打
ち
教
育
」
に
関

す
る
教
育
実
践
に
つ
い
て
報
告
す
る
。 

二
〇
一
〇
年
四
月
、
大
阪
府
立
園
芸
高
等
学
校
へ
の
着
任
と
同
時
に
課
題
研
究
と

い
う
科
目
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
科
目
に
お
い
て
生
徒
達
は
二
年
次
、
三

年
次
の
二
年
間
に
渡
っ
て
、班
単
位
で
特
定
分
野
の
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

私
は
一
つ
の
課
題
研
究
班
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
課
題
研
究
班
の
活
動
テ
ー

マ
は
、
担
当
教
員
に
一
任
さ
れ
て
い
た
。
私
は
軽
い
気
持
ち
で
、
そ
ば
打
ち
を
活
動

テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
た
。
ま
た
、
同
校
に
は
専
門
部
と
呼
ば
れ
る
生
徒
主
体
の
研

究
組
織
も
存
在
し
た
が
、
何
れ
の
授
業
と
も
連
携
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
私

は
課
題
研
究
班
「
農
産
加
工
技
術
班
」
及
び
専
門
部
「
農
産
加
工
技
術
部
」
を
創
設

し
、
両
者
を
融
合
、
連
携
さ
せ
、
そ
ば
打
ち
教
育
活
動
を
試
み
よ
う
と
考
え
た
。
年
々
、

生
徒
た
ち
の
そ
ば
打
ち
に
対
す
る
姿
勢
は
積
極
化
し
、
そ
ば
打
ち
段
位
の
取
得
、
各

種
大
会
で
の
入
賞
、
学
会
大
会
で
の
研
究
発
表
等
、
様
々
な
成
果
を
残
し
た
。
二
〇

一
二
年
度
の
生
徒
達
の
そ
ば
打
ち
活
動
の
漫
画
化
、
二
〇
一
三
年
度
の
ス
ロ
ベ
ニ
ア

共
和
国
で
開
催
さ
れ
た
国
際
そ
ば
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
は
、
多
方
面
か
ら
の
注

目
を
集
め
た
。 

生
徒
達
が
そ
ば
打
ち
に
熱
中
し
た
理
由
は
、
私
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
機
械

化
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
だ
世
の
中
に
お
い
て
、
粉
と
水
だ
け
を
材
料
と
し
、
木
鉢

や
麺
棒
等
の
簡
素
な
道
具
を
用
い
、
自
ら
の
体
の
み
を
動
力
と
し
て
行
う
そ
ば
打
ち

は
、
現
代
の
高
校
生
に
は
新
鮮
な
も
の
に
思
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
生
徒

達
は
そ
ば
打
ち
の
経
験
を
通
し
て
、
専
門
知
識
・
技
術
を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で
は
な

く
、
人
間
的
に
も
大
き
く
成
長
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
そ
ば
打
ち
を
通
し
た
諸
活
動

は
、
生
徒
の
進
路
実
現
に
も
繋
が
っ
て
い
っ
た
。 

軽
い
気
持
ち
で
始
め
た
そ
ば
打
ち
を
用
い
た
教
育
活
動
で
あ
る
が
、
今
と
な
っ
て

は
胸
を
張
っ
て
「
そ
ば
打
ち
は
教
材
と
し
て
有
効
で
あ
る
」
と
断
言
で
き
る
。「
そ
ば

打
ち
教
育
は
生
徒
達
を
成
長
さ
せ
る
」
と
断
言
で
き
る
。 
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一
．
そ
ば
打
ち
初
段 

私
は
、
素
人
そ
ば
打
ち
初
段
と
い
う
資
格
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
資
格
の
試
験
内

容
は
、
四
〇
分
以
内
に
粉
と
水
か
ら
手
打
ち
そ
ば
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
作
業
前
の
衛
生
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
作
業
終
了
後
の
後
片
付
け
方
法
ま
で
細
か
く
審

査
さ
れ
る
。
初
段
か
ら
五
段
ま
で
の
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
上
位
試
験
に
な
る
ほ
ど
粉
の

量
が
増
え
、
そ
ば
粉
の
割
合
が
多
く
な
る
。
こ
の
試
験
を
知
っ
た
の
は
二
〇
〇
八
年

晩
秋
。
自
宅
近
く
の
そ
ば
道
場
に
通
い
、
基
礎
的
な
技
術
の
習
得
に
努
め
た
。
初
段

試
験
（
そ
ば
粉
五
〇
〇
ｇ
と
小
麦
粉
二
〇
〇
ｇ
が
材
料
）
に
挑
戦
し
た
結
果
、
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

そ
ば
打
ち
の
基
本
的
な
工
程
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
鉢
の
中
の
そ
ば
粉
と
小
麦

粉
（
十
割
そ
ば
で
は
不
要
）
に
水
を
加
え
、
両
腕
を
大
き
く
動
か
し
、
一
〇
本
の
指

を
小
さ
く
動
か
し
、
水
分
が
均
一
に
広
が
る
よ
う
に
混
合
す
る
。
し
っ
か
り
と
体
重

を
の
せ
、
十
分
に
こ
ね
る
と
生
地
が
完
成
す
る
。
麺
棒
を
使
っ
て
円
形
か
ら
四
角
へ

と
生
地
の
形
状
を
変
化
さ
せ
つ
つ
、
徐
々
に
薄
く
の
ば
す
。
の
ば
し
終
え
た
生
地
を

た
た
み
、
麺
切
包
丁
を
用
い
て
均
一
の
幅
で
切
れ
ば
、
手
打
ち
そ
ば
の
完
成
で
あ
る
。

慣
れ
れ
ば
、
一
連
の
作
業
を
三
〇
分
程
度
で
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ば
粉

の
品
種
、
産
地
お
よ
び
状
態
に
よ
っ
て
加
水
量
は
変
化
す
る
た
め
調
節
に
は
技
術
を

要
す
る
。
ま
た
、
そ
ば
粉
の
種
類
や
打
ち
方
に
よ
っ
て
完
成
し
た
麺
の
出
来
、
味
、

香
り
が
変
化
す
る
た
め
、
面
白
い
。 

 

二
．
今
は
市
民
農
園
業
、
昔
は
農
業
科
教
員 

現
在
、
私
は
耕
作
放
棄
地
の
有
効
活
用
、
農
地
の
保
全
を
目
的
と
し
た
市
民
農
園

業
に
携
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
数
年
前
ま
で
は
高
等
学
校
の
教
員
を
務
め
て
い
た
。 

二
〇
〇
一
年
四
月
、
大
阪
府
立
高
等
学
校
の
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
担
当
教

科
は
農
業
。
数
校
経
験
し
た
後
、
二
〇
一
〇
年
四
月
に
大
阪
府
立
園
芸
高
等
学
校
に

着
任
し
た
。
同
校
は
、
大
阪
府
下
の
高
等
学
校
の
中
で
最
大
の
敷
地
面
積
を
誇
り
、

二
〇
一
五
年
に
は
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
伝
統
校
で
あ
る
。
私
は
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
科
（
一
学
年
八
〇
名
）
に
配
属
さ
れ
た
。
同
科
で
は
、
生
物
工
学
、
微
生
物
、

発
酵
、
食
品
製
造
等
に
関
わ
る
専
門
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

本
論
文
で
は
、二
〇
一
〇
年
度
か
ら
二
〇
一
七
年
度
に
か
け
て
実
施
し
た
科
目
『
課

題
研
究
』
及
び
『
専
門
部
活
動
』
に
お
け
る
そ
ば
打
ち
教
育
実
践
に
つ
い
て
報
告
す

る
。 

 

三
．
課
題
研
究
及
び
専
門
部
活
動 

着
任
当
時
の
課
題
研
究
お
よ
び
専
門
部
活
動
の
実
施
形
態
は
以
下
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
。 

課
題
研
究
は
、
二
年
次
二
単
位
お
よ
び
三
年
次
三
単
位
の
二
年
連
続
の
科
目
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
た
。
二
年
間
に
渡
っ
て
特
定
分
野
の
研
究
活
動
に
取
り
組
ま
せ
、

科
学
性
、
論
理
性
、
主
導
性
、
社
会
性
等
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
教
育
目
標
と
し
て

い
た
。
同
科
目
は
、
二
年
間
に
渡
っ
て
五
人
の
教
員
が
担
当
し
、
五
名
の
教
員
そ
れ

ぞ
れ
が
活
動
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
課
題
研
究
班
の
顧
問
を
務
め
て
い
た
。
生
徒
は
自

ら
の
興
味
や
関
心
に
応
じ
て
課
題
研
究
班
を
選
択
、
所
属
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
教
員
一
名
当
た
り
約
一
五
名
の
生
徒
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
る
。
大

学
の
研
究
室
や
ゼ
ミ
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。
二
年
次
は
課
題
研
究
班
単
位
で
決

め
ら
れ
た
実
習
を
行
う
の
み
で
、
授
業
内
容
に
生
徒
の
意
見
、
希
望
は
反
映
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
三
年
次
は
三
単
位
の
う
ち
一
単
位
は
進
路
指
導
の
時
間
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
た
た
め
、
生
徒
が
自
主
的
な
研
究
活
動
を
取
り
組
め
る
の
は
、
実
質
的
に

三
年
次
二
単
位
の
み
で
あ
っ
た
。 

専
門
部
活
動
と
は
、
同
科
に
所
属
す
る
生
徒
が
任
意
に
取
り
組
む
活
動
で
、
専
門

性
の
向
上
を
希
望
す
る
生
徒
の
み
が
関
わ
る
ク
ラ
ブ
活
動
で
あ
っ
た
。
バ
イ
オ
研
究

部
、
微
生
物
部
、
食
品
製
造
部
、
食
品
科
学
部
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
何
れ
の
部

も
所
属
生
徒
数
は
、
多
い
と
こ
ろ
で
も
三
学
年
合
わ
せ
て
一
〇
名
程
度
で
あ
っ
た
。

中
に
は
農
業
科
高
等
学
校
特
有
の
活
動
組
織
で
あ
る
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
環
と
し

て
放
課
後
や
長
期
休
暇
を
利
用
し
て
学
術
的
な
研
究
・
調
査
活
動
を
実
施
し
て
い
た
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専
門
部
も
存
在
し
た
が
、
関
与
し
て
い
た
生
徒
は
数
名
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ

の
専
門
部
活
動
は
授
業
か
ら
独
立
し
た
課
外
活
動
で
あ
り
、
課
内
の
何
れ
の
授
業
と

も
連
携
し
て
い
な
か
っ
た
。 

 

四
．
着
任
と
同
時
に
課
題
研
究
と
専
門
部
活
動
の
融
合
を
提
案 

課
題
研
究
を
担
当
す
る
教
員
と
専
門
部
活
動
を
担
当
す
る
教
員
は
一
致
し
て
お
ら

ず
、
課
題
研
究
班
と
専
門
部
の
活
動
テ
ー
マ
も
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
着
任
直

後
の
私
は
、
課
題
研
究
と
専
門
部
活
動
が
連
携
し
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
疑
問
を

持
っ
た
。
課
題
研
究
と
専
門
部
活
動
を
連
携
さ
せ
れ
ば
、
研
究
活
動
の
幅
を
拡
大
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
生
徒
の
専
門
性
、
科
学
性
、
論
理
的
思
考
等
の
更
な
る

向
上
に
繋
が
る
の
で
は
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
私
は
以
下
の
四
点
に
つ
い
て
会
議
で

提
案
し
た
。 

①
各
課
題
研
究
班
の
生
徒
を
全
員
、
関
連
す
る
専
門
部
に
所
属
さ
せ
、
課
内
授
業
と

課
外
活
動
の
教
育
内
容
を
連
携
さ
せ
る
。 

②
課
題
研
究
で
は
、
二
年
次
か
ら
生
徒
の
興
味
や
関
心
を
重
視
し
、
個
人
単
位
、
グ

ル
ー
プ
単
位
で
の
研
究
活
動
に
取
り
組
ま
せ
る
。 

③
三
年
次
の
課
題
研
究
で
は
、
進
路
指
導
を
行
わ
ず
、
三
単
位
全
て
に
お
い
て
研
究

活
動
に
取
り
組
ま
せ
、
専
門
性
の
向
上
を
図
る
。 

④
課
題
研
究
班
顧
問
と
専
門
部
顧
問
は
同
一
教
員
（
不
可
能
な
場
合
は
教
員
間
で
連

携
）
と
し
、
活
動
テ
ー
マ
を
統
一
す
る
。 

上
記
の
提
案
に
至
っ
た
理
由
は
、
私
自
身
の
教
育
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
。
初
任

校
で
あ
る
大
阪
府
立
農
芸
高
等
学
校
資
源
動
物
科
（
二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
六
年
度
勤

務
）
で
は
、
課
題
研
究
と
専
門
部
活
動
が
連
携
実
施
さ
れ
て
お
り
、
課
内
・
課
外
を

問
わ
ず
、
生
徒
達
は
自
主
的
に
様
々
な
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
活
動
を
通

し
て
生
徒
達
は
専
門
性
を
高
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
的
に
大
き
く
成
長
し
て

い
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
時
間
を
研
究
活
動
に
費
や
し
た
結
果
、
学
会
発
表
、
各
種

大
会
で
の
入
賞
等
の
成
果
を
残
し
、
生
徒
達
は
大
き
な
自
信
を
手
に
入
れ
て
い
た
。

私
は
園
芸
高
等
学
校
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科
に
お
い
て
も
同
様
の
指
導
体
制
の
構
築

を
し
た
い
と
考
え
た
。
上
記
四
点
の
実
施
が
生
徒
達
の
専
門
性
の
向
上
、
人
間
的
な

成
長
に
繋
が
る
と
考
え
た
私
は
、
着
任
数
日
後
の
学
科
会
議
に
お
い
て
主
張
し
た
と

こ
ろ
、
限
定
的
に
可
決
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
度
に
私
が
担
当
す
る
課
題
研
究
班
の
み

に
お
い
て
試
験
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。 

 

五
．
課
題
研
究
『
農
産
加
工
技
術
班
』
及
び
専
門
部
『
農
産
加
工
技
術
部
』
の
誕
生 

着
任
と
同
時
に
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
課
題
研
究
の
活
動
テ
ー
マ
の
選
定
は
、

担
当
教
員
に
一
任
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
私
の
班
の
活
動
内
容
は
食
品
に
関
連
す

る
も
の
に
限
定
さ
れ
た
。
私
は
食
品
に
関
す
る
農
業
科
専
門
教
育
の
指
導
経
験
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。
食
品
関
連
で
私
が
自
信
を
持
っ
て
指
導
を
行
え
る
分
野
、
そ
れ

は
そ
ば
打
ち
し
か
な
か
っ
た
。 

前
任
校
で
あ
る
大
阪
府
立
枚
岡
樟
風
高
等
学
校
総
合
学
科
（
二
〇
〇
七
～
二
〇
〇

九
年
度
勤
務
）
に
お
い
て
生
徒
達
と
手
打
ち
そ
ば
の
練
習
に
取
り
組
ん
だ
時
期
が

あ
っ
た
。
当
時
、
私
は
土
地
の
面
積
を
測
定
し
、
図
面
を
完
成
さ
せ
る
平
板
測
量
の

指
導
を
担
当
し
て
い
た
。
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
、
担
当
し
て
い
た
生
徒
グ
ル
ー
プ
が
、

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
全
国
大
会
（
農
業
科
高
等
学
校
生
の
甲
子
園
と
呼
ば
れ

る
大
会
）
の
平
板
測
量
競
技
会
の
大
阪
府
代
表
選
手
に
選
出
さ
れ
た
。
生
徒
達
は
意

気
揚
々
と
会
場
で
あ
る
佐
賀
県
に
の
り
込
み
、
他
の
都
道
府
県
代
表
選
手
と
測
量
技

術
を
競
い
合
っ
た
。
結
果
は
惨
敗…

。
帰
阪
の
新
幹
線
車
内
、
涙
を
流
し
て
う
な
だ

れ
る
生
徒
達
に
「
測
量
は
一
旦
休
憩
や
、
ご
く
ろ
う
さ
ん
。
次
に
何
か
熱
中
で
き
る

も
の
を
探
そ
う
！
」
と
声
を
か
け
た
。
生
徒
達
は
携
帯
電
話
で
い
ろ
い
ろ
検
索
し
始

め
た
。
す
る
と
、
一
人
の
生
徒
が
「
そ
ば
打
ち
の
段
が
あ
る
み
た
い
な
ん
で
す
が…

？
」

と
言
い
出
し
た
。
私
は
直
感
的
に
面
白
い
と
思
い
、「
そ
れ
、
や
ろ
う
！
」
と
即
答
し

た
。
こ
れ
が
、
私
が
そ
ば
打
ち
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
生
徒
に
教
え
る
た

め
に
自
宅
近
く
の
そ
ば
打
ち
道
場
に
通
い
、
基
礎
的
な
技
術
を
身
に
付
け
た
。
そ
の

技
術
を
生
徒
に
伝
え
、
共
に
練
習
に
励
ん
だ
結
果
、
平
板
測
量
に
関
わ
っ
た
生
徒
達
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と
共
に
素
人
そ
ば
打
ち
初
段
の
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
平
板
測
量
競
技

で
負
け
た
生
徒
達
は
初
段
合
格
を
通
し
て
、
自
信
を
取
り
戻
し
た
。
当
時
は
そ
れ
だ

け
で
満
足
で
あ
っ
た
。 

園
芸
高
等
学
校
に
着
任
し
、
食
品
関
連
の
課
題
研
究
班
を
担
当
す
る
こ
と
が
決
定

し
た
学
科
会
議
に
お
い
て
、
冗
談
半
分
で
「
そ
ば
打
ち
を
課
題
研
究
と
専
門
部
活
動

の
テ
ー
マ
に
し
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か…

？
」
と
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
あ
っ
さ
り
可

決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ば
打
ち
を
教
材
と
し
て
二
年
間
も
課
題
研
究
の
指
導
を
行

え
る
の
だ
ろ
う
か…

、
専
門
部
活
動
の
テ
ー
マ
と
し
て
そ
ば
打
ち
は
相
応
し
い
の
だ

ろ
う
か…

、
と
心
配
に
な
っ
た
が
、
会
議
で
自
ら
提
案
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
仕

方
が
な
い
。
“日
本
古
来
の
食
品
製
造
技
術
で
あ
る
手
打
ち
そ
ば
製
麺
技
術
を
生
徒

に
習
得
さ
せ
る
と
共
に
、
そ
ば
打
ち
に
関
わ
る
諸
活
動
を
通
し
て
、
技
術
の
伝
承
を

目
指
す
”
と
い
う
何
と
な
く
尤
も
ら
し
い
活
動
目
標
を
設
定
し
た
。
各
課
題
研
究
班

に
は
班
名
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
食
品
製
造
班
、
バ
イ
オ
研
究
班
、
微
生
物
発
酵
班

等
と
他
の
教
員
の
班
は
カ
ッ
コ
イ
イ
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
私
の
班
の
名
前
は

…

そ
ば
打
ち
班
で
は
あ
ま
り
に
も
カ
ッ
コ
が
悪
い
。
私
の
机
が
あ
っ
た
職
員
室
が
農

産
加
工
工
場
棟
と
い
う
校
舎
内
に
あ
っ
た
の
で
、
勝
手
に
校
舎
名
の
一
部
を
拝
借
し

て
『
農
産
加
工
技
術
班
』
と
し
、
“農
産
物
の
栽
培
か
ら
加
工
に
関
わ
る
技
術
全
般
を

研
究
範
囲
と
す
る
”
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
も
設
定
し
た
。
そ
し
て
、
課
題
研
究
班

『
農
産
加
工
技
術
班
』
所
属
生
徒
は
全
員
、
専
門
部
『
農
産
加
工
技
術
部
』
に
所
属

す
る
こ
と
と
し
た
。 

着
任
早
々
、「
課
題
研
究
と
専
門
部
活
動
の
融
合
を
！
」
と
熱
く
語
り
、
限
定
的
に

承
認
さ
れ
た
も
の
の
、
自
ら
の
安
易
な
発
言
で
そ
ば
打
ち
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
活

動
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
以
上
は
着
任
か
ら
た
っ
た
一

週
間
以
内
の
出
来
事
で
あ
る
。
正
直
な
と
こ
ろ
勢
い
任
せ
で
あ
っ
た…

今
思
え
ば
若

か
っ
た
。
そ
ば
打
ち
を
教
材
と
し
た
課
題
研
究
お
よ
び
専
門
部
活
動…

不
安
な
船
出

と
な
っ
た
。 

 

六
．
実
践
記
録 

六—

一
．
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
一
年
度
の
教
育
実
践 

二
〇
一
〇
年
四
月
下
旬
、
二
年
次
課
題
研
究
の
初
回
の
授
業
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
お
よ
び
所
属
班
希
望
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、「
そ
ば
打
ち
に
興
味
が
あ
る

者
は
い
な
い
か
？
そ
ば
打
ち
の
段
位
を
取
り
た
い
者
は
い
な
い
か
？
」
と
生
徒
達
に

問
い
か
け
た
。新
着
任
教
師
の
妙
な
問
い
か
け
に
対
し
、生
徒
達
は
騒
め
き
始
め
た
。

「
と
に
か
く
、
そ
ば
打
ち
に
興
味
が
あ
る
者
は
私
の
班
に
お
い
で
！
」
と
言
う
と
、

生
徒
達
は
呆
気
に
と
ら
れ
た
様
子
で
一
気
に
静
ま
り
返
っ
た
。
し
か
し
、
た
っ
た
一

五
分
程
度
の
私
の
そ
ば
打
ち
談
義
は
生
徒
達
に
と
っ
て
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
か
っ
た
ら

し
く
、
二
年
生
八
〇
名
の
内
、
三
〇
名
の
生
徒
が
私
の
班
を
第
一
希
望
と
し
た
。
し

か
し
、
定
員
が
約
一
五
名
と
決
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
三
〇
名
の
内
一
八
名
を
志
望

動
機
等
に
よ
り
選
抜
し
た
。
農
産
加
工
技
術
班
が
誕
生
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。
同
時

に
一
八
名
の
生
徒
は
専
門
部
農
産
加
工
技
術
部
に
も
所
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
生
徒
は
集
ま
っ
た
も
の
の
、
一
八
名
分
の
そ
ば
打
ち
道
具
が
な
い
。
そ
こ
で
、

自
作
す
る
こ
と
と
し
た
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
九
〇
ｃ
ｍ×

九
〇
ｃ
ｍ
の
板
や
木
材

を
購
入
し
て
、
食
品
加
工
場
の
実
習
テ
ー
ブ
ル
に
固
定
で
き
る
よ
う
に
加
工
し
、
そ

ば
打
ち
台
と
し
た
。
長
さ
九
〇
ｃ
ｍ
の
木
の
丸
棒
を
紙
や
す
り
で
磨
き
上
げ
て
麺
棒

と
し
た
。
木
鉢
は
食
品
加
工
場
に
あ
っ
た
直
径
約
五
〇
ｃ
ｍ
の
大
き
な
ス
テ
ン
レ
ス

製
ボ
ウ
ル
を
流
用
し
た
。
こ
ま
板
と
麺
切
包
丁
は
数
万
円
か
け
て
自
費
で
購
入
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
何
と
か
道
具
を
揃
え
る
こ
と
は
で
き
た
。
し
か
し
、
心
配
事
が

あ
っ
た…

本
当
に
生
徒
達
は
そ
ば
打
ち
に
興
味
を
持
ち
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
く
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。
二
回
目
の
授
業
時
、
早
速
そ
ば
打
ち
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
課
題

研
究
の
授
業
は
二
時
間
連
続
で
行
う
た
め
、
五
〇
分×

二
コ
マ
の
時
間
が
あ
っ
た
。

最
初
の
五
〇
分
で
私
が
水
回
し
、
こ
ね
、
の
し
、
切
り
の
そ
ば
打
ち
の
一
通
り
の
工

程
を
実
際
に
行
い
、
生
徒
達
に
見
学
さ
せ
た
。
残
り
の
五
〇
分
で
生
徒
達
に
そ
ば
打

ち
を
行
わ
せ
た…
が
、
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
粉
の
量
を
減
ら
し
た
と
は
い
え
、
初

心
者
が
五
〇
分
で
作
業
を
終
え
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
。
授
業
終
了
数
分
前
に
な
っ
て
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も
生
徒
達
は
ま
だ
生
地
を
こ
ね
た
り
、
の
ば
し
た
り
し
て
い
た
。「
も
う
す
ぐ
チ
ャ
イ

ム
が
鳴
る
な
ぁ
。
時
間
の
読
み
が
甘
か
っ
た
わ
、
ス
マ
ン
」
と
生
徒
達
に
謝
る
と
、

「
生
地
を
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
い
て
、
放
課
後
に
続
き
を
や
っ
て
い
い
で
す
か
？
」

と
い
う
返
事
が
返
っ
て
き
た
。
放
課
後
、
生
徒
達
は
再
び
集
ま
り
、
そ
ば
打
ち
の
続

き
を
始
め
た
。生
徒
達
が
初
め
て
打
っ
た
そ
ば
は
不
格
好
な
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

や
は
り
高
校
生
に
そ
ば
打
ち
を
教
え
る
こ
と
は
無
理
か
と
初
回
の
実
習
授
業
か
ら
諦

め
か
け
て
い
た
。
そ
の
時
、「
そ
ば
打
ち
、
め
っ
ち
ゃ
お
も
し
ろ
い
や
ん
！
先
生
、
明

日
の
放
課
後
も
練
習
に
来
て
い
い
で
す
か
？
」
と
生
徒
達
が
口
々
に
言
い
始
め
た
。

私
が
提
案
し
た
そ
ば
打
ち
と
い
う
教
材
に
な
ぜ
か
生
徒
達
は
魅
力
を
感
じ
た
よ
う
で

あ
っ
た
。
以
降
、
毎
日
の
よ
う
に
食
品
加
工
場
で
は
そ
ば
打
ち
練
習
に
取
り
組
む
生

徒
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生
徒
達
が
自
主
的
に
専
門
部
活
動
を
開
始
し

た
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
、「
テ
レ
ビ
番
組
主
催
の
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
に
そ
ば
打
ち

技
術
と
そ
ば
粉
料
理
を
活
用
し
て
応
募
し
た
い
」
と
数
名
の
生
徒
が
申
し
出
た
。
私

は
生
徒
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
教
育
実
践
を
心
が
け
て
い
た
の
で
、
応
募
さ
せ
る
こ

と
に
し
た
。
生
徒
達
が
考
案
し
た
料
理
は
、
そ
ば
粉
を
利
用
し
た
タ
コ
焼
き
を
大
葉

で
包
ん
で
梅
肉
を
の
せ
、
そ
ば
つ
ゆ
に
つ
け
て
食
べ
る
と
い
う
渋
い
も
の
で
あ
っ
た
。

生
徒
が
自
発
的
に
応
募
す
る
だ
け
で
も
教
育
的
な
意
味
は
十
分
に
あ
る
と
思
い
、
正

直
な
と
こ
ろ
結
果
は
あ
ま
り
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
。し
か
し
、
そ
ば
タ
コ
焼
き
は
、

書
類
審
査
を
突
破
し
、
テ
レ
ビ
局
で
の
調
理
予
選
も
見
事
に
突
破
。
テ
レ
ビ
に
出
演

す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
二
〇
一
〇
年
八
月
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
毎
日
放
送
の
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ

い
と
い
う
番
組
の
企
画
で
あ
る
コ
ナ
モ
ン
甲
子
園
（
高
校
生
よ
る
粉
食
料
理
の
コ
ン

テ
ス
ト
）
に
出
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
予
選
を
突
破
し
た
六
校
で
二
日
間
に
渡
っ

て
料
理
の
独
創
性
や
完
成
度
等
に
つ
い
て
競
う
も
の
で
あ
っ
た
。
結
果
は
、
な
ん
と

三
位
入
賞
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
生
徒
三
名
が
二
日
連
続
で
長
時
間
に
渡
っ
て

テ
レ
ビ
出
演
し
、
料
理
だ
け
で
は
な
く
、
そ
ば
打
ち
技
術
も
披
露
し
た
と
こ
ろ
大
き

な
注
目
を
集
め
た
。
学
校
の
電
話
の
ベ
ル
が
幾
度
と
な
く
鳴
り
、
テ
レ
ビ
を
見
ら
れ

た
方
か
ら
応
援
の
声
が
届
い
た
。
九
月
、
そ
ば
打
ち
教
育
実
践
に
つ
い
て
日
本
う
ど

ん
学
会
（
麺
類
全
般
に
関
す
る
研
究
学
会
）
高
知
大
会
に
お
い
て
私
が
報
告
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
生
徒
二
名
が
同
行
し
、
日
頃
の
練
習
活
動
や
前
述
の
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
等
に
つ
い
て
自
ら
の
言
葉
で
、
声
で
報
告
す
る
と
、
会
場
の
方
々
か
ら

賞
賛
の
声
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
テ
レ
ビ
出
演
や
学
会
発
表
は
同
班
所
属
全
員
の

意
欲
向
上
に
繋
が
り
、
秋
以
降
の
製
麺
練
習
は
更
に
熱
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

製
麺
理
論
の
理
解
、
作
業
の
効
率
化
、
細
か
い
衛
生
管
理
等
に
努
め
、
熱
心
に
製
麺

練
習
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
早
く
も
素
人
そ
ば
打
ち
初
段
認
定
試
験
へ
の
挑
戦
を
希

望
す
る
生
徒
が
現
れ
た
。「
も
っ
と
ペ
ー
ス
を
あ
げ
ろ
」、「
生
地
の
厚
さ
が
そ
ろ
っ
て

な
い
ぞ
」
と
私
の
指
導
も
熱
が
こ
も
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
〇
月
、
兵
庫
県
三
田
市

で
開
催
さ
れ
た
素
人
そ
ば
打
ち
段
位
認
定
会
に
お
い
て
五
名
の
生
徒
が
初
段
試
験
に

挑
戦
し
た
。
そ
ば
打
ち
を
始
め
て
ま
だ
五
か
月
程
度
あ
っ
た
。
四
〇
分
以
内
に
キ
チ

ン
と
麺
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
不
安
で
仕
方
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

生
徒
達
の
方
が
落
ち
着
い
て
お
り
、
平
常
心
で
試
験
に
臨
ん
で
い
た
。
五
名
が
受
験

し
、
四
名
合
格
。
初
段
合
格
は
生
徒
達
に
と
っ
て
大
き
な
自
信
と
な
っ
た
。
ペ
ー
パ
ー

テ
ス
ト
で
知
識
の
み
が
問
わ
れ
る
○
○
検
定
等
の
資
格
・
検
定
試
験
の
合
格
も
生
徒

に
と
っ
て
自
信
と
な
る
が
、
や
は
り
実
技
が
伴
う
試
験
の
合
格
は
よ
り
大
き
な
自
信

と
な
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
加
水
率
の
見
極
め
に
失
敗
し
、
不
合
格
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
一
名
男
子
生
徒
も
翌
年
の
認
定
会
で
合
格
を
果
た
し
た
。 

一
一
月
、
女
子
生
徒
が
開
発
し
た
そ
ば
粉
と
そ
ば
ハ
チ
ミ
ツ
を
活
用
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
ク
ッ
キ
ー
を
文
化
祭
で
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。
四
〇
〇

袋
を
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
あ
っ
と
言
う
間
に
完
売
し
た
。
販
売
の
様
子
は
新
聞
に
も

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
開
発
生
徒
の
意
欲
は
大
き
く
向
上
し
た
。 

二
〇
一
一
年
度
、
課
題
研
究
班
所
属
の
生
徒
達
は
三
年
生
に
進
級
し
、
活
動
の
幅

を
更
に
広
げ
て
い
っ
た
。
専
門
部
農
産
加
工
技
術
部
に
つ
い
て
は
、
一
年
生
の
入
部

希
望
者
が
現
れ
た
。
前
年
度
の
活
動
を
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
知
っ
た
生
徒
達
が
入
部
を

希
望
し
た
。
一
年
生
も
や
は
り
そ
ば
打
ち
、
そ
ば
粉
料
理
に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、

放
課
後
等
利
用
し
て
製
麺
練
習
や
食
品
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
に
取
り
組
ん
だ
。
着
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任
と
同
時
に
勢
い
任
せ
で
始
め
た
教
育
活
動
で
は
あ
っ
た
が
、
生
徒
達
は
意
欲
的
に

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
二
〇
一
〇
年
度
お
よ
び
二
〇
一
一
年
度
の
二
年
間
に

実
施
し
た
『
そ
ば
打
ち
段
位
の
取
得
』
、『
食
品
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
』
、
『
学
会
等

で
の
研
究
発
表
』
、
『
開
発
食
品
の
販
売
』
が
以
降
の
活
動
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
。 

 

六—

二
．
二
〇
一
二
～
二
〇
一
三
年
度
の
教
育
実
践 

二
〇
一
二
年
度
、
同
校
は
文
部
科
学
省
よ
り
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
指
定
を
受
け
た
。
課
題
研
究
お
よ
び
専
門
部
活
動
は
科
学
的
な
活

動
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
農
産
加
工
技
術
班
お
よ
び
農
産
加
工
技
術
部
は
、

農
産
加
工
学
研
究
班
お
よ
び
農
産
加
工
学
研
究
部
と
名
称
を
改
め
、
科
学
的
な
活
動

に
も
着
手
し
た
が
、
主
軸
は
そ
ば
打
ち
と
そ
ば
粉
を
用
い
た
食
品
開
発
に
関
す
る
探

究
に
置
く
こ
と
と
し
た
。
一
年
次
に
農
産
加
工
学
研
究
部
に
入
部
し
た
生
徒
は
二
年

進
級
時
に
優
先
的
に
農
産
加
工
学
研
究
班
に
所
属
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
頃
か

ら
、
生
徒
の
活
動
を
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
等
の
メ
デ
ィ
ア
へ
積
極
的
に
情
報
発

信
を
行
う
よ
う
に
し
た
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
方
に
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
生
徒
の
意
欲
や
自
信
が
向
上
し
た
た
め
で
あ
る
。
高
校
生
に
よ
る

そ
ば
打
ち
、
そ
ば
粉
を
用
い
た
食
品
開
発
、
そ
ば
を
用
い
た
食
品
コ
ン
テ
ス
ト
で
の

入
賞
等
の
前
例
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
た
め
、
新
聞
等
に
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
あ

る
時
、
生
徒
の
活
動
に
関
す
る
新
聞
記
事
を
見
た
高
齢
者
介
護
施
設
の
職
員
の
方
か

ら
「
高
齢
者
に
そ
ば
打
ち
を
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
？
」
と
の
提
案
を

頂
い
た
。
高
齢
者
の
方
に
喜
ん
で
頂
け
る
の
で
あ
れ
ば
と
思
い
、
高
齢
者
介
護
施
設

で
の
そ
ば
打
ち
演
示
会
活
動
（
そ
ば
打
ち
の
見
学
会
お
よ
び
試
食
会
）を
開
始
し
た
。

同
活
動
は
生
徒
主
体
の
研
究
活
動
と
し
て
実
施
し
、
二
年
間
で
二
〇
以
上
の
施
設
で

実
施
し
た
。
高
齢
者
の
方
々
に
そ
ば
を
試
食
し
て
頂
く
際
、
暑
い
時
期
は
ざ
る
そ
ば
、

寒
い
時
期
は
か
け
そ
ば
と
工
夫
し
た
。
め
ん
つ
ゆ
・
か
け
つ
ゆ
製
造
も
研
究
課
題
の

一
つ
と
し
て
設
定
し
、
学
校
近
隣
の
そ
ば
屋
店
主
を
講
師
と
し
て
招
き
、
生
徒
自
身

に
出
汁
取
り
か
ら
学
ば
せ
た
。
二
〇
一
一
年
度
か
ら
高
校
生
の
そ
ば
打
ち
全
国
大
会

で
あ
る
全
国
高
校
生
そ
ば
打
ち
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

二
〇
一
二
年
度
の
第
二
回
大
会
か
ら
出
場
を
開
始
し
た
（
以
降
、
毎
年
出
場
）
。
一
人

で
四
〇
分
以
内
に
粉
か
ら
麺
を
完
成
さ
せ
る
個
人
戦
、
四
人
一
組
で
作
業
工
程
を
分

担
し
て
四
〇
分
以
内
に
麺
を
完
成
さ
せ
る
団
体
戦
の
二
種
目
が
あ
っ
た
。
私
は
、
高

い
製
麺
技
術
を
持
つ
生
徒
達
を
出
場
さ
せ
た
。
第
二
回
大
会
の
結
果
は
、
北
海
道
や

茨
城
県
等
の
そ
ば
処
と
呼
ば
れ
る
地
方
の
高
校
生
の
製
麺
技
術
の
高
さ
に
驚
愕
し
、

大
惨
敗
を
喫
し
た
。
東
京
か
ら
の
帰
路
、
生
徒
達
は
悔
し
涙
を
流
し
た
。
帰
阪
後
す

ぐ
に
地
元
の
そ
ば
打
ち
愛
好
家
団
体
で
あ
る
天
下
茶
屋
そ
ば
打
ち
倶
楽
部
の
方
々
に

技
術
指
導
を
依
頼
し
た
結
果
、
快
く
受
け
入
れ
て
頂
き
、
翌
年
の
大
会
に
向
け
て
猛

練
習
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
猛
練
習
の
甲
斐
も
あ
り
、
二
〇
一
三
年
度
の
第

三
回
大
会
で
は
団
体
戦
に
お
い
て
三
位
入
賞
を
果
た
し
、
生
徒
と
共
に
嬉
し
涙
を
流

し
た
。 

第
二
回
大
会
で
の
惨
敗
劇
と
高
齢
者
介
護
施
設
で
の
そ
ば
打
ち
演
示
会
活
動
は
、

意
外
な
方
の
目
に
留
ま
っ
た
。
漫
画
家
の
山
本
お
さ
む
先
生
で
あ
る
。
当
時
、
山
本

先
生
は
小
学
館
の
漫
画
雑
誌
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
に
お
い
て
そ
ば
打
ち
に
関
す
る
漫
画 

“そ
ば
も
ん
”
と
い
う
作
品
を
執
筆
さ
れ
て
お
ら
れ
た
。
生
徒
の
活
動
に
興
味
を
持
た

れ
た
山
本
先
生
は
来
校
さ
れ
、
高
齢
者
介
護
施
設
で
の
活
動
に
対
す
る
取
材
、
生
徒

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
を
行
い
、
同
作
品
中
に
お
い
て 

“大
阪
の
そ
ば
文
化
”
と
い

う
テ
ー
マ
で
計
四
話
九
八
ペ
ー
ジ
に
も
渡
っ
て
生
徒
達
の
活
動
を
描
か
れ
た
（
小
学

館
そ
ば
も
ん
一
一
巻
に
集
録
）
。
活
動
の
漫
画
化
は
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
と
同
時
に
、

生
徒
は
自
ら
の
活
動
に
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
一
三
年
二
月
、
筑
波
大

学
に
お
い
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
そ
ば
研
究
会
に
て
生
徒
達
に
日
頃
の
活
動
に
つ

い
て
発
表
を
行
わ
せ
た
。
会
場
に
お
ら
れ
た
そ
ば
研
究
者
、
そ
ば
栽
培
農
家
、
そ
ば

打
ち
職
人
の
方
々
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
。
そ
の
際
、
国
際
そ
ば
学
会
（
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ａ
）

の
学
会
誌
編
集
長
で
あ
る
神
戸
学
院
大
学
教
授
の
池
田
清
和
先
生
か
ら
国
際
そ
ば
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
生
徒
に
発
表
を
行
わ
せ
る
機
会
を
頂
い
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ａ
が
三
年
に
一
度
、
世
界
各
国
で
開
催
し
て
い
る
そ
ば
に
関
す
る
国
際
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学
術
大
会
で
あ
る
。
ま
さ
か
、
生
徒
が
そ
ば
打
ち
や
そ
ば
粉
食
品
開
発
に
つ
い
て
海

外
で
発
表
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
発
表
言
語
は
当

然
英
語
で
あ
る
た
め
、
生
徒
達
と
四
苦
八
苦
し
つ
つ
、
発
表
用
ス
ラ
イ
ド
や
発
表
用

原
稿
の
作
成
を
行
っ
た
。
英
語
科
の
教
員
に
も
協
力
を
依
頼
し
、
発
表
準
備
に
は
四

か
月
を
要
し
た
。
二
〇
一
三
年
八
月
、
生
徒
二
名
と
共
に
ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
ラ
シ
ュ

コ
市
で
開
催
さ
れ
る
第
一
二
回
国
際
そ
ば
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
関
西
空
港
か
ら
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
へ
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
は
ア

ド
リ
ア
航
空
で
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
首
都
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
へ…

そ
ば
打
ち
を
課
題
研
究
や

専
門
部
活
動
に
取
り
入
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
生
徒
と
共
に
行
く
こ

と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
生
徒
に
よ
る
英
語
で
の
研
究
発
表
は
た
ど
た
ど
し
い
も

の
で
あ
っ
た
が
、
高
校
生
に
よ
る
発
表
は
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
史
上
初
め
て
で
あ
っ
た

た
め
、
出
席
者
の
方
々
か
ら
多
く
の
称
賛
の
声
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
世
界
的
に

も
有
名
な
そ
ば
研
究
家
で
あ
る
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
大
学
教
授
の
イ
ヴ
ァ
ン
・
ク
ラ
フ
ト

先
生
か
ら
も
「
素
晴
ら
し
い
研
究
活
動
で
あ
る
」
と
の
言
葉
を
頂
い
た
。
国
際
大
会

へ
の
参
加
は
、
出
席
し
た
二
名
の
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
同
部
に
所
属
す
る
生
徒
全

員
に
と
っ
て
大
き
な
自
慢
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
そ
ば
打
ち
を
目
的
と
し
て
入
学

し
て
く
る
生
徒
が
現
れ
始
め
た
。
そ
ば
打
ち
に
興
味
を
持
っ
て
入
学
し
た
生
徒
達
の

意
欲
は
高
く
、
積
極
的
に
そ
ば
打
ち
や
そ
ば
粉
食
品
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
学
会
等

で
の
研
究
発
表
、
国
際
学
会
大
会
へ
の
参
加
、
そ
ば
打
ち
大
会
で
の
入
賞
、
活
動
の

漫
画
化
等
は
生
徒
達
に
と
っ
て
大
き
な
自
信
と
な
っ
た
。 

 

六—

三
．
二
〇
一
四
～
二
〇
一
七
年
度
の
教
育
実
践 

こ
の
頃
に
は
、
課
題
研
究
と
専
門
部
活
動
の
連
携
は
確
立
さ
れ
、
一
年
次
は
専
門

部
活
動
に
取
り
組
ま
せ
、
二
年
次
以
降
は
課
題
研
究
班
に
属
し
て
課
内
・
課
外
を
通

し
て
活
動
に
取
り
組
ま
せ
る
と
い
う
指
導
体
制
が
完
成
し
た
。
私
が
担
当
す
る
課
題

研
究
班
以
外
に
お
い
て
も
専
門
部
活
動
と
の
連
携
教
育
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
指
導
体
制
の
確
立
と
生
徒
達
の
や
る
気
の
向
上
は
教
員
た
ち
の
指
導
意
欲

の
向
上
に
も
繋
が
り
、
各
班
各
部
共
に
様
々
な
分
野
で
の
活
躍
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。 

二
〇
一
二
～
二
〇
一
三
年
度
の
国
際
学
会
大
会
へ
の
参
加
、
活
動
の
漫
画
化
等
は

生
徒
達
に
大
き
な
誇
り
と
自
信
を
与
え
た
が
、
私
は
も
う
一
度
、
原
点
に
立
ち
戻
り
、

製
麺
技
術
の
更
な
る
向
上
を
目
指
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。
全
て
の
活
動
の
根
本
に
は

手
打
ち
そ
ば
製
麺
技
術
が
あ
り
、
そ
の
技
術
を
元
に
生
徒
達
は
大
き
な
成
果
を
あ
げ
、

大
き
く
成
長
し
て
い
た
。
原
点
を
見
失
わ
な
い
た
め
に
も
製
麺
技
術
の
習
得
に
注
力

さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
技
術
の
証
明
と
し
て
素
人
そ
ば
打
ち
段
位
認
定
会
に
参
加
さ

せ
て
い
た
が
、
生
徒
達
に
よ
り
多
く
の
技
術
試
験
に
挑
戦
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。
そ

ば
打
ち
の
技
術
認
定
試
験
に
は
い
く
つ
か
の
流
派
が
あ
る
。
そ
ば
打
ち
名
人
と
呼
ば

れ
る
高
橋
邦
弘
氏
の
製
麺
理
論
に
基
く
豊
平
流
そ
ば
打
ち
段
位
認
定
会
（
広
島
県
で

実
施
）
及
び
豊
後
高
田
流
そ
ば
打
ち
段
位
認
定
会
（
大
分
県
で
実
施
）
や
地
方
特
有

の
製
麺
技
術
を
試
す
越
前
そ
ば
道
場
素
人
そ
ば
打
ち
段
位
認
定
会
（
福
井
県
で
実
施
）

等
で
あ
る
。
他
流
派
の
認
定
会
挑
戦
に
は
新
た
な
技
術
練
習
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、

生
徒
達
は
積
極
的
に
挑
戦
し
た
。
複
数
の
認
定
会
で
の
合
格
は
、
生
徒
の
自
信
と
な

る
と
共
に
、
生
徒
の
技
術
の
高
さ
の
指
標
と
も
な
り
、
よ
り
大
き
な
注
目
を
集
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。
自
ら
の
技
術
に
更
に
自
信
を
持
っ
た
生
徒
達
は
「
学
校
近
隣
の
方
々

を
対
象
と
し
た
そ
ば
打
ち
講
習
会
を
開
催
で
き
な
い
か
？
」
と
申
し
出
る
よ
う
に

な
っ
た
。
講
習
会
の
実
施
は
、
多
く
の
方
々
に
そ
ば
打
ち
に
興
味
を
持
っ
て
頂
く
機

会
と
な
り
、
伝
統
的
な
食
品
技
術
の
一
つ
で
あ
る
手
打
ち
そ
ば
打
ち
技
術
の
伝
承
に

繋
が
る
の
で
は
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
生
徒
達
自
身
に
講
習
会
を
運
営
さ
せ
た
い
と

考
え
た
私
は
、
最
初
は
校
内
に
お
い
て
教
職
員
を
対
象
と
し
た
小
さ
な
講
習
会
を
開

催
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
生
徒
自
身
に
計
画
を
か
ら
実
施
ま
で
の
全
て
を
任
せ
た
。

教
職
員
に
対
す
る
講
習
会
を
複
数
回
行
わ
せ
、
そ
の
度
に
反
省
点
や
改
善
点
を
議
論

さ
せ
た
結
果
、
次
第
に
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
と
な
り
、
教
職
員
か
ら
の
高
い
評
価
を
得

る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
信
を
つ
け
た
生
徒
達
は
外
部
の
方
々
を
対
象
と
し
た
講
習
会

を
開
始
し
た
。
参
加
者
の
募
集
、
計
画
、
実
施
等
の
全
て
を
生
徒
の
自
主
的
な
研
究
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活
動
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
せ
た
。
講
習
会
終
了
後
に
は
必
ず
反
省
会
を
行
わ
せ
、

講
習
会
の
質
の
向
上
を
目
指
さ
せ
た
。
生
徒
に
よ
る
講
習
会
開
催
の
噂
は
あ
っ
と
言

う
間
に
地
域
に
広
が
り
、
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。
当
初
は
校
内
の
施
設
を
会

場
と
し
て
実
施
し
て
い
た
が
、
次
第
に
校
外
へ
会
場
を
移
し
、
出
張
講
習
を
行
う
よ

う
に
も
な
っ
た
。
高
校
生
に
よ
る
そ
ば
打
ち
講
習
会
は
注
目
を
集
め
、
デ
パ
ー
ト
の

催
事
と
し
て
依
頼
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
講
習
会
参
加
者
は
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
、
留
学
生
、
地
域
の
方
々
、
親
子
、
障
が
い
児
童
、
視
覚
障
が
い
者
、
生
徒

の
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
常
連
客
グ
ル
ー
プ
等
と
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
が
対
象
と
な
っ

た
。
そ
ば
打
ち
講
習
会
の
開
催
は
、
生
徒
の
社
会
性
の
向
上
に
も
繋
が
っ
た
。
ま
た
、

自
分
自
身
の
技
術
を
用
い
た
社
会
交
流
活
動
は
生
徒
の
自
尊
心
の
向
上
に
も
繋
が
っ

た
。 前

述
の
全
国
高
校
生
そ
ば
打
ち
選
手
権
大
会
は
、
全
国
的
な
そ
ば
打
ち
ブ
ー
ム
の

影
響
で
参
加
校
数
が
急
増
し
、
上
位
入
賞
が
難
し
く
な
っ
た
も
の
の
、
毎
年
の
よ
う

に
団
体
戦
に
お
い
て
敢
闘
賞
を
受
賞
し
た
。
二
〇
一
五
年
度
以
降
、
高
校
生
の
そ
ば

打
ち
技
術
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
そ
ば
料
理
創
作
技
術
を
競
う
大
会
で
あ
る
そ
ば
甲
子
園
に

も
出
場
し
た
。
二
〇
一
五
年
度
お
よ
び
二
〇
一
六
年
度
は
優
勝
、
二
〇
一
七
年
度
は

準
優
勝
と
い
う
結
果
を
残
し
た
。 

 

七
．
実
践
の
ま
と
め 

七—

一
．
課
題
研
究
と
専
門
部
活
動
の
連
携
成
果 

課
内
お
よ
び
課
外
の
枠
を
取
り
除
い
た
指
導
体
制
は
、
生
徒
の
研
究
活
動
の
範
囲

拡
大
に
有
効
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
生
徒
の
自
主
性
を
重
視
し
た
指
導
を
行
っ

た
結
果
、
生
徒
の
活
動
に
対
す
る
積
極
性
を
大
き
く
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

積
極
性
の
向
上
は
、
段
位
取
得
、
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
入
賞
、
国
際
学
会
大
会
で

の
発
表
、
社
会
交
流
活
動
の
実
施
等
の
様
々
な
成
果
に
繋
が
っ
た
。
ま
た
、
活
動
を

介
し
た
外
部
か
ら
の
称
賛
や
感
謝
の
声
は
、
生
徒
の
自
尊
心
の
向
上
に
繋
が
り
、
自

ら
の
活
動
に
対
し
て
誇
り
や
自
信
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
小
学
生
、
中
学
生
、
高

校
生
、
高
齢
者
、
地
域
の
方
々
、
研
究
者
、
そ
ば
打
ち
職
人
等
の
様
々
な
方
々
と
の

交
流
は
、
生
徒
達
の
社
会
性
の
大
き
な
向
上
に
繋
が
っ
た
。
外
部
の
方
々
と
の
関
わ

り
を
通
し
て
生
徒
達
は
礼
儀
や
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
、
対
人
積
極
性
を
身
に
付
け
て

い
っ
た
。
生
徒
の
活
動
成
果
を
積
極
的
に
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
等
の
メ
デ
ィ
ア

に
情
報
発
信
を
行
っ
た
結
果
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
度
に
、
生
徒
は
自
ら
に
自
信
を
持

ち
、
活
動
を
更
に
活
性
化
さ
せ
る
と
共
に
自
ら
に
責
任
感
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
も
教
育
上
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

七—

二
．
そ
ば
打
ち
の
教
材
と
し
て
の
有
効
性 

冗
談
半
分
の
発
言
で
開
始
し
て
し
ま
っ
た
そ
ば
打
ち
を
用
い
た
教
育
活
動
で
あ
る

が
、
八
年
間
で
様
々
な
活
動
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
理
由
は
、
生
徒
達
が
心
か

ら
そ
ば
打
ち
と
い
う
教
材
に
興
味
を
持
ち
、
生
徒
個
々
が
熱
心
に
様
々
な
活
動
に
取

り
組
ん
だ
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。
生
徒
が
そ
ば
打
ち
に
熱
中
し
た
理
由
は
、
私
は

以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
そ
ば
打
ち
に
は
特
殊
な
食
品
製
造
機
器
や
材
料
は
必
要
と

し
な
い
。
粉
と
水
の
み
を
材
料
と
し
て
木
鉢
、
麺
棒
、
包
丁
等
の
簡
素
な
道
具
を
用

い
、
自
ら
の
体
を
動
力
と
し
て
麺
を
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
機
械
類
は
一

切
使
用
せ
ず
、
自
分
の
腕
や
指
先
の
使
い
方
、
生
地
に
触
れ
た
時
の
感
覚
と
判
断
、

体
重
移
動
の
加
減
に
よ
っ
て
仕
上
が
り
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
ま
た
、
の
ん
び
り

と
作
業
を
し
て
い
る
と
、
生
地
が
乾
燥
し
て
し
ま
い
、
生
地
の
割
れ
や
麺
の
切
断
が

生
じ
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
麺
の
完
成
度
は
、
自
分
の
体
と
道
具
の
使
い
方
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
今
の
高
校
生
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
世
の
中
の
機
械
化
・

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
お
り
、
便
利
な
道
具
に
頼
っ
て
生
活
し
て
き
た
た
め
、
自
分

の
体
を
う
ま
く
使
え
な
い
者
が
多
い
。
私
の
よ
う
な
昭
和
世
代
の
者
で
あ
れ
ば
、
物

体
に
こ
の
く
ら
い
の
力
を
か
け
れ
ば
こ
の
よ
う
に
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
、
こ
の
道
具

を
使
う
時
は
こ
の
く
ら
い
の
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
な
ど
と
い
う
見
当
を
つ
け
る
こ
と

は
幼
い
頃
の
遊
び
の
経
験
を
通
し
て
学
ん
で
い
る
。
砂
場
で
遊
ん
だ
り
、
木
や
粘
土

で
工
作
し
た
り
、
親
の
マ
ネ
を
し
て
家
事
を
行
っ
た
り
し
た
経
験
が
生
き
て
い
る
の
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で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
の
高
校
生
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
経
験
が
乏
し
い
た
め
か
、

自
分
の
体
の
使
い
方
を
理
解
で
き
て
い
な
い
者
が
非
常
に
多
い
。
粉
に
水
を
加
え
る
、

手
で
生
地
を
こ
ね
る
、
麺
棒
を
転
が
す
、
包
丁
を
握
る…

当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た

り
前
に
で
き
な
い
生
徒
が
非
常
に
多
い
。
そ
の
よ
う
な
者
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
ば
を

打
つ
と
い
う
作
業
は
非
常
に
新
鮮
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、

生
徒
達
は
そ
ば
打
ち
に
ハ
マ
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
る
。
そ
ば
打

ち
に
熟
練
し
て
き
た
生
徒
達
の
中
に
は
「
今
日
は
湿
度
が
高
い
か
ら
加
水
の
調
整
が

難
し
い
」
、
「
生
地
の
厚
さ
に
ム
ラ
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
麺
線
の
幅
が
揃
わ
な

い
」
な
ど
と
プ
ロ
の
そ
ば
打
ち
職
人
の
よ
う
な
セ
リ
フ
を
発
す
る
者
も
現
れ
た
。
そ

し
て
、
そ
ば
打
ち
に
取
り
組
む
生
徒
全
員
が
決
ま
っ
て
言
う
言
葉
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
「
打
ち
終
え
た
後
の
達
成
感
が
た
ま
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
食
品
と

し
て
の
そ
ば
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
が
、
完
成
し
た
麺
よ
り

も
製
麺
作
業
の
方
に
価
値
が
見
出
し
て
い
る
者
が
多
い
よ
う
に
思
え
た
。 

 

七—

三
．
生
徒
進
路
へ
の
影
響 

そ
ば
打
ち
、
そ
ば
粉
食
品
開
発
等
の
成
果
は
生
徒
の
進
路
決
定
に
も
大
き
な
効
果

が
あ
っ
た
。
生
徒
達
に
よ
る
と
就
職
試
験
や
大
学
推
薦
入
試
の
面
接
時
に
そ
ば
打
ち

に
関
す
る
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
と
い
う
。
履
歴
書
に 

“そ
ば
打
ち
”
の

文
字
が
あ
る
と
、
や
は
り
面
接
官
も
気
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
生
徒
達
は
自
信
と
誇

り
を
持
つ
て
い
る
そ
ば
打
ち
に
関
す
る
質
問
に
は
、
堂
々
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
た

ら
し
い
。
そ
の
結
果
、
自
ら
が
希
望
す
る
企
業
の
内
定
、
希
望
す
る
学
校
へ
の
進
学

を
手
に
入
れ
て
い
っ
た
。 

 

八
．
最
後
に 

冗
談
半
分
で
始
め
て
し
ま
っ
た
そ
ば
打
ち
を
用
い
た
課
題
研
究
・
専
門
部
活
動
で

あ
る
が
、
今
と
な
っ
て
は
胸
を
張
っ
て
「
そ
ば
打
ち
は
教
材
と
し
て
有
効
で
あ
る
」

と
断
言
で
き
る
。「
そ
ば
打
ち
教
育
は
生
徒
達
を
成
長
さ
せ
る
」
と
断
言
で
き
る
。
今

で
も
大
阪
府
立
園
芸
高
等
学
校
で
は
、
後
輩
教
員
が
私
の
そ
ば
打
ち
教
育
を
引
き
続

き
実
践
し
て
く
れ
て
い
る
。 

現
在
、
私
は
農
業
科
教
員
と
し
て
の
経
験
を
活
か
し
、
地
元
農
業
に
貢
献
す
べ
く

市
民
農
園
の
運
営
の
た
め
東
奔
西
走
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
仕
事
で
の
移
動
中
に

そ
ば
屋
を
見
る
と
、
昔
の
生
徒
達
を
思
い
出
す
。
そ
ば
打
ち
教
育
者
と
し
て
八
年
間
、

貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
の
生
徒
達
に
心
か
ら
感
謝
で
あ
る
。 
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